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イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル

ユ
ニ
オ
ン
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
一
番

最
初
の
段
落
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・

グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
創
設
者
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
の
新
時
代
に
向
け
て
大

胆
な
手
段
を
取
る
。
国
際
金
属
労
連
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）、
国
際
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
鉱
山
一
般

労
連
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
）
お
よ
び
国
際
繊
維
被
服

皮
革
労
働
組
合
（
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
）
の
加
盟

組
織
は
、
自
ら
の
力
と
最
高
の
伝
統
を
結

集
し
、
多
国
籍
企
業
（
Ｍ
Ｎ
Ｃ
）の
力
に
対

峙
し
て
世
界
レ
ベ
ル
で
交
渉
す
る
能
力
の

あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
組
織
を
創
出
す
る
。
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
も
う
1
つ
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
モ
デ
ル
を
求
め
て
闘
う
。
ま

た
、
各
国
政
府
お
よ
び
国
際
機
関
が
主
導

す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
主
義
に
対
抗
し
、
国

内
な
ら
び
に
各
国
間
に
お
い
て
、
民
主
主

義
と
社
会
経
済
的
公
正
を
基
礎
に
人
を

最
優
先
す
る
新
し
い
経
済
的
・
社
会
的
モ

デ
ル
を
求
め
て
闘
う
。」
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成

か
ら
早
２
年
、1
4
0
カ
国
4
0
0
組
合

5
0
0
0
万
組
合
員
の
力
を
結
集
さ
せ
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯
の
新
時
代
」
に
お
い
て

多
国
籍
企
業
に
対
応
す
る
強
力
な
拮
抗
勢

力
と
な
り
う
る
運
動
を
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
せ
て
い
く
の
か
、
そ
の
基
礎
づ
く
り
の

た
め
の
移
行
期
間
と
さ
れ
る
2
0
1
6
年

世
界
大
会
ま
で
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
稿
で
は
、
本
部
書
記

局
の
一
員
と
し
て
三
役
及
び
執
行
委
員
会

の
組
織
運
営
や
様
々
な
方
針
・
政
策
決
定

を
間
近
に
支
え
て
き
た
立
場
か
ら
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
運
動
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
の
課
題
、
そ
し
て
国
際
連
帯
活
動
は

今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
こ
れ
か
ら
の
方

向
性
を
考
察
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

運
動
の
現
状
と
課
題

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
結
成
以
来
、

「
組
織
化
と
よ
り
強
力
な
組
合
の
構
築
」、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
運
動
課
題
と
国
際
連
帯
　

　
　
～
グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯
の
新
時
代
お
け
る
運
動
の
方
向
性
～

「
労
働
組
合
権
の
確
立
」、「
人
を
最
優
先
す

る
新
し
い
経
済
・
社
会
モ
デ
ル
を
求
め
る

闘
い
」
の
３
つ
を
最
も
重
要
な
運
動
課
題

と
し
て
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に

は
、
世
界
的
な
労
働
組
合
組
織
率
の
低
下

や
政
府
・
企
業
に
よ
る
労
働
組
合
権
の
侵

害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
更
に
深
化
し
、
多

国
籍
企
業
（
Ｍ
Ｎ
Ｃ
）
の
力
が
国
境
を
越
え

て
巨
大
化
し
企
業
間
競
争
が
激
化
し
て
い

る
な
か
、
そ
の
負
の
側
面
と
し
て
不
安
定

労
働
が
蔓
延
し
、
社
会
格
差
が
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
課
題
に
は
各
産
業
部
門
ご
と
に
対
等
す

る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

特
色
・
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
活
か
し
た
運
動

展
開
、
す
な
わ
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
団
結
・

連
帯
し
た
ひ
と
つ
の
大
き
な
製
造
業
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
勢
力
と
し
て
政
治

的
意
思
決
定
者
に
圧
力
を
加
え
、
不
安
定

な
雇
用
で
は
な
く
質
の
高
い
雇
用
の
創
出

へ
の
投
資
を
促
し
、
金
融
投
機
で
は
な
く
、

製
造
業
を
国
家
経
済
の
原
動
力
に
す
え
た

持
続
可
能
な
経
済
発
展
を
要
請
し
、
す
べ

て
の
人
へ
の
包
括
的
な
社
会
的
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
確
立
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

使
命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯
の
力
を
発
揮

し
た
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
協
定
」

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
か
ら
ま
だ

１
年
が
経
過
し
て
い
な
か
っ
た
2
0
1
3

年
４
月
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
縫
製
労
働
者

に
悲
劇
が
襲
い
ま
し
た
。
1
0
0
0
名
以

上
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
あ
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

松
崎　

寛

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
本
部
造
船
・
船
舶
解
撤
／
I
C
T
・
電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長
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年の歴史から新たな出発

ュ
の
ラ
ナ
・
プ
ラ
ザ
の
崩
壊
で
す
。
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
こ
の
悲
惨
な
事
故
の

発
生
直
後
か
ら
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
、

他
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
で
あ
る
Ｕ
Ｎ
Ｉ

グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し

て
、
す
べ
て
の
縫
製
工
場
の
防
火
・
安
全

対
策
へ
の
行
動
、
労
働
者
の
権
利
拡
大
と
確

保
、
最
低
賃
金
の
工
場
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
協
定
（
防
火
・
ビ
ル

安
全
協
定
）」
を
仕
上
げ
、
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ

ン
ド
な
ら
び
に
被
服
小
売
事
業
者
と
の
締

結
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。（
写
真
１
）
い

ま
で
は
2
0
1
3
年
５
月
16
日
の
最
初
の

40
社
と
の
締
結
か
ら
拡
大
し
、
そ
の
後
約

１
年
間
で
1
7
0
社
以
上
に
ま
で
締
結
数

が
到
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
協
定
の
締
結
後

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
5
5
0
以
上
の
関

連
事
業
所
が
防
火
・
安
全
の
検
査
を
受
け
、

2
0
1
4
年
９
月
末
ま
で
に
は
2
0
0
万

人
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
1
5
0
0
の

事
業
所
で
検
査
・
査
察
が
完
了
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
定
の
締
結

後
の
１
年
間
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
加
盟
組
合
は
1
2
0
の

事
業
所
で
４
万
人
以
上
の
労
働
者
の
組
織

化
に
成
功
し
、
最
低
賃
金
に
い
た
っ
て
は
、

2
0
1
3
年
11
月
の
月
給
38
米
ド
ル
か
ら

77
％
増
の
月
給
67
米
ド
ル
（
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
お
い
て
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
生

活
賃
金
）
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

世
界
の
主
要
な
ア
パ
レ
ル
多
国
籍
企
業

が
熾
烈
な
価
格
競
争
を
繰
り
広
げ
な
が
ら

繊
維
・
被
服
産
業
が
辿
っ
て
き
た
道
は
、

先
進
国
か
ら
韓
国
、
香
港
、
台
湾
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
そ
の
後
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中

国
、
そ
し
て
現
在
行
き
着
い
た
先
が
、
労

働
者
の
基
本
的
権
利
や
労
働
安
全
衛
生
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
電
機
・
電
子
産
業
に
お
け

る
労
働
集
約
型
の
企
業
も
繊
維
・
被
服
産

業
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
主

要
生
産
国
よ
り
賃
金
の
安
い
地
域
・
国
（
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
な
ど
）
に
進
出
し
始
め
て
い
ま
す
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
協
定
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
が
グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯
の
力
を
発
揮
し

た
象
徴
的
な
事
例
で
あ
り
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
他
の
地
域
・
国
や
産
業
部
門
や

に
も
先
行
し
て
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と

効
果
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
確
立

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
連
帯
の
「
新
時
代
」
に
欠
か
せ
な
い
手

段
と
し
て
、
現
代
に
適
応
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
効
果
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
確
立
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
結

成
直
後
か
ら
本
部
書
記
局
の
広
報
グ
ル
ー

プ
を
書
記
長
の
直
轄
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
な
が

ら
、
加
盟
組
織
、
労
働
活
動
家
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
へ
の
情
報
発
信
や
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
展
開
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
図
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
で
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
に
も
、フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
フ
リ
ッ

カ
ー
（Flickr

）
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
の
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

日
々
ユ
ー
ザ
ー
数
を
増
や
し
続
け
て
い
ま

す
。（
写
真
２
）
ま
た
、
あ
る
企
業
や
国
で

加
盟
組
合
が
深
刻
な
労
使
紛
争
や
労
働
組

合
権
の
侵
害
に
直
面
し
た
場
合
、
レ
イ
バ

ー
ス
タ
ー
ト
（
世
界
中
の
労
働
組
合
関
連
の

ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
す
る
ほ
か
、
誰
で
も
掲

載
中
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
で
き
電
子

メ
ー
ル
に
よ
っ
て
抗
議
文
を
発
送
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
。
多
く
の
労
働
組
合

活
動
家
が
利
用
し
て
い
る
）
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
現
在
（
2
0

1
4
年
８
月
１
日
時
点
）、
レ
イ
バ
ー
ス
タ

ー
ト
と
と
も
に
展
開
し
て
い
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
４
件
（
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
）
あ
り
、
い
ず
れ
も
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
か
ら
２
週
間
以
内
に
約

８
千
～
１
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
支
持
者
）

の
参
加
を
得
て
お
り
、
う
ち
３
件
に
お
い

て
実
際
に
政
府
や
経
営
者
が
反
応
を
示
す

な
ど
の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
も
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
の
情
報
発
信
に
ア
ン
テ
ナ
を
は

り
、
報
道
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
前
述
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
協
定
の
ケ
ー

写真１　「バングラデシュ協定（防火・ビル安全協定）」の検査・査
察活動に参加するインダストリオール代表者
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ス
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
な
ど
欧
米
メ
デ

ィ
ア
が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
立
場
・
主

張
を
世
界
中
に
発
信
し
、
協
定
の
締
結
数

の
増
加
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
は
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
３
カ
国
語
で
し
か
閲
覧
で
き
ず
、

フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
、
フ
リ
ッ
カ
ー
は
英
語
の
ペ
ー
ジ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
イ
バ
ー
ス
タ
ー
ト
と
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
必
要
言
語
が
欠
け
て
い

連
帯
の
「
新
時
代
」
を
効
果
的
に
切
り
開

い
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
課
題
の
解
消
と
Ｉ

Ｔ
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
教
育
活
動
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
組
織
間
の
団
結
強
化
に
よ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯
の
強
化

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
連
帯
を
強
化
す
る
た
め
の
大
き
な
柱

と
し
て
、
同
盟
や
合
併
、
全
国
・
地
域
協

議
会
の
設
置
を
通
し
て
、
同
じ
国
の
加
盟

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
英

語
、ス
ペ
イ
ン
語
、フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
欧
米・

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
と
、
そ
れ
以
外
の

地
域
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
地
域
と
の
情
報

の
質
や
量
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
掲

載
件
数
、
連
帯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
参
加
数
・

参
加
率
な
ど
に
大
き
な
違
い
が
現
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
機
器
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
使
い
こ
な
せ
る
者
と
使
い
こ

な
せ
な
い
者
の
格
差
、
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ

ル
デ
バ
イ
ド
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
掲
げ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

組
織
間
で
団
結
を
強
化
す
る
た
め
の
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
は
運
動
理
念
や
政

治
的
グ
ル
ー
プ
の
違
い
か
ら
労
働
運
動
が

分
断
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
時
の
加
盟
組
合
数
は

約
1
8
0
と
全
体
の
加
盟
組
合
数
の
４
割

以
上
を
占
め
、
い
か
に
し
て
同
じ
国
の
組

合
同
士
で
相
互
交
流
や
グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯

活
動
に
参
加
す
る
意
識
を
高
め
る
の
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
以
来
約
２

ツイッター

フェースブック

フリッカー

ユーチューブ

写真２　インダストリオールのソーシャルメディア
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年の歴史から新たな出発

年
間
で
粘
り
強
く
統
一
行
動
へ
の
支
援
や

教
育
活
動
を
続
け
て
き
た
結
果
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
域
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
、

こ
れ
ま
で
組
合
間
の
連
帯
活
動
が
政
治
的

に
困
難
と
さ
れ
て
き
た
国
で
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
と
し
て
の
協
議
体
を
設
置
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
協
議
会
は
先
の
「
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
協
定
」
の
履
行
に
関
し
て
、
政

府
・
経
営
者
と
の
協
議
を
進
め
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
最
近
で
は
フ
ィ

引
役
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
Ｊ
Ｃ
Ｍ

に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。「
日
本
は

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
主
役
で
あ
り
、
日
本

企
業
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
代
表
す

る
多
く
の
産
業
部
門
で
突
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
労
働
組
合
は
、
多
国
籍
企
業
に
お

け
る
労
働
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
グ

ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協
約
の
締
結
促
進
、
円

満
か
つ
建
設
的
な
労
使
関
係
の
発
展
、
労

使
紛
争
発
生
時
の
解
決
支
援
に
お
い
て
果

た
す
べ
き
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
協
力
し

て
い
き
、
世
界
規
模
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
具
体
的
な
連

帯
の
構
築
に
あ
た
っ
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
新
Ｇ
Ｕ
Ｆ
統
合
へ
の

貢
献
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
結
成
50
周

年
を
迎
え
た
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
国
際
労
働
運
動
へ

の
貢
献
や
真
価
を
発
揮
す
る
の
は
こ
れ
か

ら
で
す
。」
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
が
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
議
長
組
織
と
し
て
選
出
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
同
地
域
の
活
動
を
日
本
と
と
も

に
牽
引
し
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表

か
ら
は
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
全
て
の

旧
Ｇ
Ｕ
Ｆ
に
お
い
て
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
取
っ
て
い
る
の
で
日
本
に
同
地
域
に

代
表
を
お
願
い
し
た
い
」
と
日
本
に
信
頼

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
で
は
、
持
続
可

能
な
産
業
政
策
の
推
進
や
生
活
賃
金
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

お
い
て
新
た
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
予

定
で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
日
本
か
ら
の

協
力
・
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

私
自
身
、
本
部
書
記
局
唯
一
の
ア
ジ
ア
人
・

日
本
人
と
し
て
今
後
と
も
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
を
代
表
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｍ
を
は
じ
め
日
本

の
加
盟
組
織
の
皆
様
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
本
部
と
の
橋
渡
し
役
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯
の
新
時
代
に
貢

献
し
て
い
け
る
よ
う
勤
め
る
所
存
で
す
。

リ
ピ
ン
で
発
生
し
た
労
働
組
合
執
行
部
24

名
の
不
当
解
雇
に
端
を
発
し
た
労
使
紛
争

に
関
し
て
、
同
国
の
全
加
盟
組
織
が
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
の
署
名
入
り
で
即
時
復
職
を

求
め
る
共
同
行
動
文
書
を
発
信
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
連
帯
の

動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
ス
ト

ッ
プ
！ 

不
安
定
労
働
」
世
界
行
動
デ
ー
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
行
動
に
関
し
て
は
、
45
カ
国

1
5
0
組
合
以
上
が
積
極
的
に
参
加
す
る

な
ど
（
写
真
３
）、
と
も
に
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
国
際
労
組
総

連
合
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
や
他
の
国
際

産
業
別
組
織
（
Ｇ
Ｕ
Ｆ
）
を
牽
引

す
る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
こ
う
し
た
協
議
体

や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
一
行
動
を
い
か

に
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
け
る

か
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
と
し
て

加
盟
組
織
か
ら
信
頼
さ
れ
続
け
る
運

動
を
発
展
さ
せ
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

運
動
の
け
ん
引
役
と
し
て

大
き
な
役
割
を

担
う
日
本

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
時
、

初
代
書
記
長
に
選
出
さ
れ
た
ユ
ル

キ
・
ラ
イ
ナ
は
今
後
の
運
動
の
け
ん
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